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インターバルで取組む
課題実習の目的

⚫ 相談支援専門員は、経験を積み重ねても自己

の振り返りが必要な業務。

⚫ 研修時に自己の振り返りと他者からの助言・

指導を受ける機会をもつ。

⚫ 研修の合間に実地での課題実習として、基幹

相談支援センター等に出向いての研修を組み

入れることで、研修後も継続して助言等が受

けられる場面を作る。

参考:障害者相談支援従事者
研修テキスト(現任研)
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基幹相談支援センター
と協働していく意義

引用:令和7年度国研資料
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継続的な学習(実地研修)

⚫ インターバルにおいて、基幹相談支援の相談

支援専門員と共に実践をふりかえる。

⚫ 実地研修(OJT)を活用し、研修後も継続して

助言等を受けることが出来る機会をつくる。

⚫ 自らの実践をふりかえることで、実際の支援

においても柔軟に対応できる。

参考:障害者相談支援従事者
研修テキスト(現任研)
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経験学習サイクル

経験

内省概念化

実践

経験をそのままにせず、
ふりかえることで
新たな気付きを得る
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事務局からメール
メール内容「〇〇基幹相談支援センターに〇〇月〇
〇日の〇〇時に訪問をして実習を受けてください」

幹相談支援センター
等に書類郵送

実習日3日前(土、日、祝日を除く)までに、基幹相談
支援センター等に書類(実践報告(書式1-①)、様式1
～5 インターバル報告書①(様式6)が届くように郵
送する。(基本は訪問して行います。やむを得ず電話
やzoom等を希望する場合は、研修事務局にご相談く
ださい。)

実 習

基幹相談支援センター等にて実践報告について助言
を受ける。助言などに基づいて実際に支援を行う。

報告書まとめ

「取り組みとその効果」「基幹相談支援センターか
らの助言」「インターバルの気づき」について記入。
3日目の演習で使用☆

インターバル期間の
ながれ
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インターバル期間に
取り組む内容

⚫事例検討で出たインターバル期間に行う事を

実施する。

⚫基幹相談支援センター等で実習をおこなう。

【作成するもの】

① インターバル報告書①

② 事前に提出したエコマップなど

※加筆などは赤字で上書き

参考:障害者相談支援従事者
研修テキスト(現任研)
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インターバル報告書①

ファシリテーター助言の内容

インターバル期間中に基幹相談
支援センターなどで助言を受け、
助言に基づき支援を実施

3日目の演習でグループ内で振り
返りを行います。

各自で記入しグループで共有

参考:障害者相談支援従事者
研修テキスト(現任研)


